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日本樹氏は、正常に選奉されたし闘舎にbける代表者を通じて行動し、われらとわれらの子孫のために、諸岡民との協和による成巣と、わが圏全'土にわたって自・闘のもたらす窓需を確保しJ行持・起るととのし、政府ぬい附闘によヴて幕一ぴ戦争の惨崩す陰性比詮いやうにナるとυ去を決意じ、こごに主穫が巌粛一樹氏に存するζ主を立言し、との憲法を確定する。そもそも圃政はぺ閤民の崇高な信託によるものであうてーその権威は闘民民出来し‘、その権力は随民の代表者がζれを一行使L、その鱗利は閥民が河川れを享受す冷同仲代協同いOものである。

、現に仲裁をくいbわれらは、ζれ、に、反・ずる一切の憲法-法令及び訟勅を排除するo'・ぃ・恒久の-hd‘t川一川中前日本鴎JPは-附μ平和一を念願しjゐ人間相互の関係を支配する陥憾な理想を探く白強するもの・信頼して、われらの安会と生存を保持しであうで、・われらゆ安会主坐ρをあげ戸、平和hを愛ナる他界一の諸闘民、の公正と信義一けい，委ねよ込ヲ これは入、頚普遍め原理でありjJ乙の憲法は'、'かかる原
、


